
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

平成 27 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【クラフトカフェでの提供品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 玄米粉「米っふる」で身体も村も元気にしよう！！プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

 なちゅらるスイーツ 

   （事務局：江田宏子 0269-82-4311） 

事業区分  ⑧地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ  ソフト 

総事業費       473,270 円（うち支援金： 301,000 円） 

①商品の認知度を高めるための「各

種イベントでの販売」 

②カフェ運営を目標にした「クラフ

トカフェ」等の実施 

 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

 イベント等での販売は、集客が

多く、認知度も高まり、目標達成

できたが、クラフトカフェは、参

加者が限られ、内容面で一考が必

要だと感じたため。 

【イベント販売】

売       】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①各種イベントに積極的に参加・販売し、購入した方々

からもご好評をいただいた。 

また、そのことで、村内での認知度も上がり、イベン

ト主催者側から声をかけていただけるようになった。 

 

②クラフトカフェを実施することで、カフェ運営に向け

た手応えとともに課題も感じることができた。 

木島平の特産品である「米」をモチーフとし、身体に

良いと言われながらも、まだ流通の少ない玄米粉（自家

製）を使ったオリジナルスイーツを販売し、地域の名物

にしていく。 

 

今年度は、主にグリーンシーズンは、イベント等で積

極的に販売し、冬季には、木島平アート部とのコラボ企

画で「クラフトカフェ」（クラフト体験とスイーツ提供

を合わせた企画）を開催し、商品を提供した。 

 

 

＊イベント等での販売を村外にも拡大し、村外への認知度も高めていきたい。 

＊カフェイベントは、クラフトだけでなく、いろいろな団体とのタイアップ企画などで内容を 

広げたい。 

＊昨年度、開発したこめっと（ゴーフレット）の加工販売に向けた事業にも取り組みたい。 

 


